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「
貴
司
山
治
宛
堺
為
子
書
簡
」
に
つ
い
て

伊
藤　

純　

貴
司
は
か
っ
て
、
絲
屋
寿
雄
氏
（
吉
村
公
三
郎
監
督
の
映
画
を
多
数
制
作
し
た
近
代
映

画
協
会
の
実
質
的
経
営
者
で
、
大
逆
事
件
の
研
究
家
）
と
親
交
が
あ
り
、
大
逆
事
件
関
係

の
知
識
を
い
ろ
い
ろ
と
得
て
い
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
関
係
す
る
小
説
を
書
こ
う
と
し

た
形
跡
も
あ
る
。

そ
う
い
う
関
連
も
あ
っ
て
か
、
一
九
五
五
年
頃
、
堺
為
夫
人
だ
け
で
な
く
、
築
比

地
仲
助
氏
、
添
田
知
道
氏
ら
に
も
取
材
を
試
み
、
最
後
の
生
き
証
人
と
い
う
べ
き
こ

れ
ら
の
人
々
か
ら
“
明
治
の
反
逆
者
”
た
ち
の
生
の
風
貌
を
聞
き
留
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
の
書
翰
類
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

解
題

村
田
裕
和　

明
治
・
大
正
期
の
社
会
主
義
者
堺
利
彦
の
夫
人
堺
為
子
（
一
八
七
二
〜
一
九
五
九
）

が
、貴
司
山
治
（
一
八
九
九
〜
一
九
七
三
）
に
宛
て
た
自
筆
書
簡
全
八
通
を
翻
刻
す
る
。

堺
（
旧
姓
延
岡
）
為
子
は
、『
平
民
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
平
民
社
の
台
所
方
募

集
に
応
じ
て
上
京
、
堺
利
彦
と
明
治
三
十
八
年
に
結
婚
し
た
。
彼
女
の
生
涯
に
つ
い

て
は
近
藤
真
柄
『
わ
た
し
の
回
想
』
上
・
下
（
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
一
）、
鈴
木
裕
子

編
『
平
民
社
の
女
た
ち
』（
不
二
出
版
、
一
九
八
六
）、
林
尚
男
『
平
民
社
の
人
び
と
』

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
〇
）
な
ど
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

貴
司
山
治
は
、「
宇
田
川
文
海
と
管
野
す
が
子
」（「
文
化
評
論
」第
六
号
、一
九
六
二
・
五
）

に
、「
二
度
ば
か
り
訪
ね
て
老
齢
の
た
め
子
さ
ん
か
ら
、
す
が
子
の
話
を
た
っ
ぷ
り
き

か
さ
れ
た
。
た
め
子
夫
人
は
あ
と
か
ら
私
に
何
度
か
手
紙
を
く
れ
て
す
が
子
の
思
い

出
を
補
遺
し
て
く
れ
た
。
二
年
た
っ
て
た
め
子
さ
ん
も
な
く
な
り
、
遺
さ
れ
た
手
紙

は
貴
重
な
文
献
と
な
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
偶
然
、晩
年
の
宇
田
川
文
海
（
明
治
前

期
に
大
阪
で
活
躍
し
た
新
聞
小
説
家
）
に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
貴
司
は
、の
ち
に
絲
屋
寿

雄
『
幸
徳
秋
水
伝
』（
一
九
五
〇
）
で
、
管
野
須
賀
子
が
文
海
に
師
事
し
て
い
た
こ
と

を
知
る
。
文
海
の
出
て
く
る
長
篇
と
、
秋
水
を
中
心
と
す
る
戯
曲
を
死
ぬ
ま
で
に
書

き
た
い
と
考
え
て
い
た
貴
司
は
、
管
野
須
賀
子
が
意
外
な
共
通
項
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
こ
と
で
さ
ら
に
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

堺
為
子
の
語
る
管
野
須
賀
子
像
は
、
生
前
を
直
接
に
知
る
女
性
同
志
の
証
言
と
し

て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
管
野
須
賀
子
の
顕
彰
を
切
望

し
て
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
五
年
前
に
神
崎
清
編
『
大
逆
事
件
記
録
第
一
巻 

獄
中
手
記
』（
一
九
五
〇
年
）
が
出
て
、
管
野
の
獄
中
手
記
『
死
出
の
道
艸
』
が
発
見
・

紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
、
為
子
が
記
憶
を
あ
ら
た
に
す
る
契
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
貴
司
が
同
時
期
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
築
比
地
仲
助
は
、
巷
間
に
流
布
す

る
管
野
醜
婦
説
を
否
定
し
、「
結
論
か
ら
云
へ
ば
菅
野
は
相
当
な
美
人
で
あ
つ
た
」（
昭

和
三
十
年
四
月
三
日
付
﹇
消
印
四
日
﹈
貴
司
山
治
宛
書
簡
―
未
翻
刻
）
な
ど
と
証
言
し
て
い

貴
司
山
治
宛
堺
為
子
書
簡　
（
全
八
通
）

翻
刻
・
注　

村　

田　

裕　

和

翻　

刻
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る
。書

簡
は
全
部
で
八
通
あ
る
。
発
信
日
と
郵
便
種
別
は
下
記
の
通
り
。

一　

昭
和
三
十
年
五
月
七
日　
　
　
　
　

は
が
き　

二　

昭
和
三
十
年
五
月
十
三
日　
　
　
　

は
が
き　

三　

昭
和
三
十
年
五
月
十
九
日　
　
　
　

は
が
き　

四　

昭
和
三
十
年
六
月
一
日　
　
　
　
　

封　

書　

五　

昭
和
三
十
年
六
月
十
三
日　
　
　
　

は
が
き　

六　

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
日
＊　

  　
　

封　

書　

七　

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
六
日　
　
　

は
が
き　

八　

昭
和
三
十
年
七
月
六
日　
　
　
　
　

封　

書　

＊
「
堺
利
彦
宛
今
村
力
三
郎
書
簡
（
昭
和
六
年
九
月
二
十
七
日
付
）
一
通
」
の
写
し
を
含
む

貴
司
山
治
の
「
日
記
」（
二
〇
一
〇
年
刊
行
予
定
）
に
よ
れ
ば
、そ
の
頃
頻
繁
に
会
っ

て
い
た
山
辺
健
太
郎
に
案
内
し
て
も
ら
い
同
年
三
月
二
十
三
日
に
、「
幸
徳
秋
水
の
弟

子
で
あ
っ
た
築
比
地
仲
助
老
人
を
訪
問
」
し
て
い
る
。
そ
の
後
、四
月
二
日
、二
十
五

日
に
も
訪
ね
、
二
十
七
日
に
は
、
近
代
映
画
協
会
で
絲
屋
寿
雄
か
ら
「
幸
徳
談
」
を

き
い
て
い
る
。
堺
為
子
訪
問
は
五
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
。
同
日
に
は
添
田
知
道
宅

も
訪
問
し
て
い
る
。
同
年
の
「
日
記
」
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
記
入
が
な
い
。

翻
刻
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
貴
司
山
治
著
作
権
継
承
者
伊
藤
純
氏
お
よ
び
、
堺
為

子
著
作
権
継
承
者
近
藤
千
浪
氏
の
了
承
を
え
た
。
さ
ら
に
伊
藤
氏
に
は
右
紹
介
文
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
近
藤
氏
に
は
翻
刻
に
あ
た
っ
て
懇
切
丁
寧
な
助
言
を
い
た
だ
い

た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
凡
例
﹈

１　

書
簡
に
関
す
る
情
報

　

・
著
者
自
記
の
日
付
を
見
出
し
に
取
る
。

　

・
消
印
を
﹇　

﹈
内
に
記
す
。

　

・
は
が
き
・
封
書
の
種
別
、
枚
数
、
筆
記
具
等
を
記
す
。

２　

受
信
人
（
宛
て
先
）・
発
信
人
に
関
す
る
情
報

　

・ 

は
が
き
の
〈
表
〉、
封
書
の
〈
表
〉〈
裏
〉
に
あ
る
受
信
人
（
宛
て
先
）・
発
信
人
の

情
報
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
住
所
、
氏
名
、
脇
付
の
順
に
整
理
し
て
記
す
。
日
付
そ
の
他

の
書
き
込
み
は
次
行
に
一
字
下
げ
て
記
す
。

３　

本
文
の
翻
刻

　

・ 

削
除
・
挿
入
は
反
映
さ
せ
た
形
で
再
現
す
る
。
傍
点
・
傍
線
は
原
文
の
ま
ま
。
衍

字
・
脱
字
も
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。

　

・ 

変
体
仮
名
・
合
字
は
現
行
通
用
の
平
仮
名
に
改
め
る
。

　

・ 

句
読
点
が
「
．」
と
判
読
で
き
る
場
合
、「
、」
ま
た
は
「
。」
と
し
た
。

　

・ 

段
落
改
め
以
外
の
改
行
は
再
現
し
な
い
。
た
だ
し
、特
殊
な
配
置
の
場
合
そ
の
限
り

で
な
い
。

　

・ 

一
字
あ
け
（
ス
ペ
ー
ス
）
も
原
文
の
ま
ま
。
た
だ
し
、句
読
点
の
な
い
文
末
な
ど
に

一
字
あ
け
を
ほ
ど
こ
し
た
箇
所
が
若
干
あ
る
。

書
簡
一　

昭
和
三
十
年
五
月
七
日

　
　
　
　
　
　
﹇
田
園
調
布　

30
・
５
・
７　

後
０
―
６
﹈

　
　
　
　
　
　

は
が
き　

ペ
ン
書

〈
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
さ
し
野
市
吉
祥
寺
五
三
四　

貴
司
山
治
様

　
（
発
信
人
）
大
田
区
調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
方　

堺
為

　
　
　
　
　
　

五
月
七
日　

電
話
番
号　

田
園
調
布

(72)　

六
〇
四
五
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〈
裏
〉

　

貴
司
山
治
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
為

　

御
は
が
き
拝
見
、
仰
せ
の
お
も
む
き
よ
く
承
知
し
ま
し
た
。

　

 

何
に
ぶ
ん　

私
な
ど
は
モ
ウ
と
て
も
年
よ
り
ま
し
て
、
す
つ
か
り
だ
め
に
な
つ

て
居
り
ま
す
の
で　

何
等
お
役
に
立
つ
よ
う
に
お
も
は
れ
ま
せ
ん
、
け
れ
ど
、

一
度
お
め
に
か
ゝ
り
ま
し
て
、
お
話
し
承
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
い
つ

に
て
も
お
い
で
下
さ
い
ま
せ　

御
待
ち
申
上
げ
て
居
り
ま
す
。

　
　

な
を
お
い
で
の
節
、
日
時
お
電
話
給
は
れ
ま
す
れ
ば
幸
甚

　
　
　

五
月
七
日

書
簡
二　

昭
和
三
十
年
五
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
﹇
田
園
調
布　

30
・
５
・
13　

後
０
―
６
﹈

　
　
　
　
　
　

は
が
き　

ペ
ン
書

〈
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
五
三
四　

貴
司
山
治
様

　
（
発
信
人
）  

調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
方　

池
上
線　

大
塚
駅
前
三
井
銀
行
向

ひ
側　

堺
為

〈
裏
〉

　

五
月
十
三
日

　

先
刻
は
お
電
話
下
さ
れ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す①

。

　

そ
れ
で
は
十
八
日
、
お
ん
ま
ち
申
上
げ
て
居
り
ま
す
。

　

何
に
も

く
御
め
に
か
ゝ
り
ま
し
た
上
に
て
。

　

申
上
げ
る
の
を　
　
　
　

私
方
住
所
は
つ
き
り
申
上
げ
ま
す
と

　

忘
れ
ま
し
た
の
で　
　
　

新
宿
方
面
か
ら
五
反
田
に
池
上
線
に
て

　

一
寸
こ
ゝ
に　
　
　
　
　

調
布
大
塚
駅
下
車
駅
前
の
三
井
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
前
、
材
木
屋
が
眼
じ
る
し
に
て
其
ト
ナ
リ
。

注①　
先
刻
は
…　

貴
司
山
治
「
日
記
」（
五
月
十
二
日
）
に
、「
夜
山
辺
〔
健
太
郎
〕
君
く

る
。
十
八
日
一
し
よ
に
堺
為
子
訪
問
を
約
す
る
」
と
あ
る
。
そ
の
翌
日
の
電
話
。

書
簡
三　

昭
和
三
十
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
﹇
田
園
調
布　

30
・
５
・
19　

前
８
―
12
﹈

　
　
　
　
　
　

は
が
き
（
往
復
は
が
き
返
信
用
）　

ペ
ン
書

〈
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
藏
野
市
吉
祥
寺
五
三
四　

貴
司
山
治
様

　
（
発
信
人
）
大
田
区
調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
内　

堺
た
め

　
　
　
　
　
　

五
月
十
九
日

〈
裏
〉

　

 

昨
日
は
雨
天
の
た
め
お
い
で
を
お
や
め
に
な
り
ま
し
た
よ
し①

。
そ
の
せ
つ
次
は

廿
一
日
と
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
土
曜
日
で
し
て
家
族
そ
れ

く
晴
雨

両
様
の
ヨ
テ
イ
を
た
て
ま
す
の
で
、
一
應
お
こ
と
わ
り
申
上
げ
ま
す

勿
論
当
日
だ
と
て
差
支
へ
が
あ
る
と
は
、
き
ま
つ
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
約
束
し
て

お
い
て
、
雨
だ
と
あ
く
と
い
う
の
も
不
自
由
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
。

注①　
昨
日
は
…　

貴
司
山
治
「
日
記
」（
五
月
十
八
日
）
に
、「
雨
。
土
砂
ぶ
り
。
山
辺

君
、
一
し
よ
に
堺
為
子
氏
訪
問
の
約
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
あ
ん
ま
り
日
和
が
悪
い
の
で

二
十
一
日
に
延
期
。」
と
あ
る
。
為
子
は
一
方
的
な
延
期
に
不
快
を
示
し
て
い
る
。
貴
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司
ら
は
結
局
二
十
一
日
に
訪
問
。

書
簡
四　

昭
和
三
十
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
﹇
□
□
□
□　

□
・
６
・
１　

□
６
―
□
﹈

　
　
　
　
　
　

封
書　

便
箋
四
枚　

ペ
ン
書

〈
封
筒
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
藏
野
市
吉
祥
寺
五
三
四　

貴
司
山
治
様　

平
信

〈
封
筒
裏
〉

　
（
発
信
人
）
大
田
区
調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
方　

堺
為

　
　
　
　
　
　

三
十
年
六
月
一
日

〈
本
文
〉

　

過
日
は
御
来
訪
を
い
た
ゞ
き
ま
し
て
有
難
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
、

　

 

其
節　

菅
野①

の
事
に
對
し
当
時
の
私
の
感
想
を
の
お
た
づ
に
あ
づ
か
り
ま
し

が
、
い
ろ

く
考
へ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　

 

当
時
の
社
会
主
義
者
は
、
同
志
と
い
へ
ば　

一
家
親
類
と
思
つ
て
居
り　

共
同

責
任
と
は
利
彦
さ
ん②

が
い
つ
も
言
つ
て
居
り
ま
し
た
の
で　

一
寸
口
外
出
来
な

い
事
情
も
ご
ざ
い
ま
し
た
、

　

 

又　

入
獄
中
の
人
に
捲
き
添
え
さ
れ
て
は
と
の
そ
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
の
で

そ
の
事
で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

後
日
、
九
月
出
獄
し
た
人
の
話
で
わ
か
り
ま
し
た
が
、
獄
中
で
も
随
分
あ
や
し

く
、
心
配
し
ま
し
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
、

　

 

全
く
赤
旗
事
件③

で
捲
き
添
え
で
引
つ
ぱ
ら
れ
二
年
の
刑
を
や
つ
と
終
え
た
秋
、

ま
た
捲
き
込
ま
れ
ま
し
て
は
と
の
心
で
人
皆
共
に
ケ
イ
戒
し
て
居
り
ま
し
た
。

　

 

お
め
に
か
ゝ
り
ま
し
た
節
、
菅
野
さ
ん
の
感
じ
を
申
上
げ
ま
せ
う
と
思
ひ
な
が

ら
、
忘
れ
て
了
ひ
ま
し
た
。

　

須
賀
子
さ
ん
、
は

　

 

中
肉
中
背
と
申
ま
す
か
、
顔
は
、
ひ
ら
お
も
て
な
り
、
眼
は　

す
ゞ
し
く
、
ぢ

つ
と
ひ
と
み
を　

す
え
て
見
ら
れ
ま
す
と
随
分
み
り
よ
く
的
で
、
ま
つ
毛
の
長

0

0

0

0

0

い
黒
か
つ
た
事
、
丁
度
此
節
流
行
の
つ
け
マ
ツ
ゲ
の
様
で
し
た
。
そ
し
て
映
画

女
優
京
町
子④

の
眼
の
や
う
で
し
た

　

 

頭
髪
は
す
ば
ら
し
く
ふ
さ

く
と
し
た
め
づ
ら
し
い
よ
い
毛
で
し
た
。
多
う
た

ぶ
さ
の
毛
で
、
其
頃
の
ひ
さ
し
が
み
に
ふ
つ
さ
り
と
女
同
志
で
も
ほ
れ

く
す

る
か
み
で
し
た
。
其
頃
は
幸
徳
さ
ん⑤

と
の
事
も
な
に
も
な
い
頃
で
女
同
志
で
私

は
ま
げ
の
よ
く
結
へ
た
の
を
ほ
め
た
ゝ
え
ま
し
た
の
で
す
、
そ
し
た
ら
め
の
前

で
ピ
ン
を
抜
い
て
す
る

く
と
か
み
の
毛
を
と
き
ほ
ど
い
て
見
せ
て
下
さ
い
ま

し
た
、
そ
れ
は
曲
げ
の
結
ひ
か
た
を
話
の
た
ね
に
な
り
ま
し
た
。
で
大
た
ぶ
さ

の
黒
髪
の
根
元
以
つ
て
前
に
さ
ら
つ
と
、
丈
長
く
流
し
て
膝
よ
り
ず
つ
と
あ
ま

り
ま
し
た
の
を
、
指
先
き
に
く
る

く
と
巻
く
や
う
に
し
て
結
び
上
け
で
格
こ

う
よ
く
頭
に
上
せ
て
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
ま
こ
と
に
手
ぎ
わ
よ
く
よ
い
か
み

か
た
ち
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

此
の
よ
う
な
事
、
築
比
地
さ
ん⑥

な
ら
御
承
知
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
女
で
す
か

ら
私
の
よ
う
な
や
ぼ
て
ん
で
も
是
れ
だ
け
は
申
上
げ
ら
れ
ま
す
、
一
度
築
比
地

さ
ん
に
お
き
ゝ
合
せ
下
さ
い
ま
せ
、

　

 
此
時
以
来
、
私
は
か
ん
野
に
習
つ
た
結
び
方
を
貧
弱
な
髪
の
ま
げ
は
か
ん
野
流⑦

に
結
ん
で
居
り
ま
し
た
。

　

 

大
変
き
た
な
い
文
字
で
す
が
め
が
薄
く
な
り
ま
し
た
の
で
是
れ
で
お
ゆ
る
し
願

ひ
上
げ
ま
す
、
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若
し
築
比
地
さ
ん
に
お
き
ゝ
合
せ
の
時
に
は

　

お
電
話
小
石
川
（
９
２
）
１
４
６
９
築
比
地
仲
介
様

　

先
日
の
御
礼
申
上
げ
ま
す
序
で
に
一
寸
申
上
げ
ま
し
た
。

　
　
　

結
構
な
お
み
や
け
を
い
た
ゞ
き
ま
し
て
有
難
く
御
礼
申
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　

ど
う
ぞ
御
気
易
く
お
立
寄
り
下
さ
れ
ま
せ

　

 

ど
う
も
気
候
が　

梅
雨
時
に
近
づ
き
ま
す
や
う
で
す
か
ら
御
大
切
に
な
さ
い
ま

せ
。

堺　

為　
　

近
藤
の
電
話
田
園
調
布

(72)　

（
六
〇
四
五
）

　
　
　
　
　

貴
司
山
治
様

　

秋
水
氏　
　
　

と　
　

堺
と
は　
　

見
た
と
こ
ろ

　

ジ
ツ
と
笑
ひ　
　
　
　

堺
は
大
き
笑

　

顔
し
た
の
み
で　
　
　

ふ
声
は
遠
く
に

　

あ
ま
り
声
出
し
て　
　

い
て
も
、
又
堺
君
が

　
　
　

笑
は
な
い
人　
　

哄
笑
が
初
ま
つ
て
る
と
、

注①　
菅
野　

管
野
須
賀
子
（
幽
月
、
す
が
、
ス
ガ
）。
一
八
八
一
〜
一
九
一
一
。

②　

利
彦
さ
ん　

堺
利
彦
。
一
八
七
一
〜
一
九
三
三
。
社
会
主
義
者
。
為
子
と
再
婚
。

③　

赤
旗
事
件　

一
九
〇
八
（
明
41
）
年
六
月
二
十
二
日
、
山
口
孤
剣
出
獄
歓
迎
会
後
、

大
杉
栄
ら
が
「
無
政
府
共
産
」
な
ど
と
書
か
れ
た
赤
旗
を
振
っ
て
路
上
に
出
、警
官
隊

と
衝
突
し
十
四
名
が
逮
捕
さ
れ
た
事
件
。大
杉
栄
の
重
禁
錮
二
年
六
月
罰
金
二
十
五
円

を
筆
頭
に
、
堺
利
彦
二
年
罰
金
二
十
円
、
荒
畑
寒
村
一
年
六
月
罰
金
十
五
円
な
ど
、
重

い
判
決
が
下
さ
れ
た
も
の
の
大
逆
事
件
を
免
れ
る
決
定
的
な
ア
リ
バ
イ
と
な
っ
た
。

④　

京
町
子　

正
し
く
は
京
マ
チ
子
。
一
九
二
四
〜
。
女
優
。
黒
澤
明
監
督
『
羅
生
門
』

（
一
九
五
〇
）
な
ど
に
主
演
。

⑤　

幸
徳
さ
ん　

幸
徳
秋
水
。
一
八
七
一
〜
一
九
一
一
。
無
政
府
主
義
者

⑥　

築
比
地
さ
ん　

築
比
地
仲
助
。
一
八
八
六
〜
一
九
八
一
。『
革
命
歌
』『
南
葛
労
働
者

の
歌
』
の
作
詞
者
。

⑦　

か
ん
野
流　

為
子
は
赤
旗
事
件
で
夫
が
下
獄
中
、
髪
結
を
学
び
、
た
だ
ち
に
開
業
し

て
家
計
を
維
持
し
た
。
そ
の
観
察
眼
が
う
か
が
え
る
。

書
簡
五　

昭
和
三
十
年
六
月
十
三
日

　
　
　
﹇
田
園
調
布　

30
・
６
・
14　

前
８
―
12
﹈

　
　
　

は
が
き　

ペ
ン
書　

〈
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
五
三
四　

貴
司
山
治
様　

御
許
に

　
（
発
信
人
）
大
田
区
調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
方　

堺
為

　
　
　
　
　
　

六
月
十
三
日

〈
裏
〉
＊
は
が
き
横
置
き

　
 

御
旅
行
、
お
帰
り
の
お
手
紙
拝
見
、
い
ろ

く
私
の
な
つ
か
し
い
町
名
、
お
初

天
神
、
露
の
天
神
、
つ
な
敷
天
神
、
な
ど
思
ひ
出
し
て
い
ま
す
、
あ
の
辺
に
は

幸
徳
さ
ん
も
居
り
ま
し
た
、
大
江
橋
夕
涼
み
な
ど
さ
れ
ま
し
た
由
。
序
で
の
時

に
か
ん
野
の
こ
と
少
し
申
添
へ
た
い
の
で
す
け
ど
、
本
日
偶
然
手
許
に
か
へ
つ

て
来
た
昔
の
石
川
半
山①

の
文
書
が
あ
り
ま
す
、
秋
水
と
の
友
人
で
、
か
ん
野
の

批
評
が
一
寸
、
御
参
考
に
な
り
は
し
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
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し
ま
す
。
写
し
て
さ
し
上
げ
も
と
は
存
じ
ま
す
け
ど
、お
た
づ
ね
い
た
し
ま
す
。

彼
女
は
大
阪
に
て
木
下
尚
江②

に
社
会
主
義
の
洗
礼
う
け
て
、
な
ど
を
り
ま
す
か

ら
、
い
ろ

く
と
お
め
に
か
け
た
い
と
も
存
じ
ま
し
て
、

　

 

ど
う
も
梅
雨
の
か
げ
ん
か
し
て
老
人
も
つ
か
れ
ぎ
み
に
て
、
眼
が
ど
う
も
イ
ケ

ま
せ
ん
で
文
字
が
う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
で
失
礼
御
ゆ
る
し
下
さ
い
ま
せ
。

　

一
寸
御
尋
ね
ま
で　

か
し
こ

注①　
石
川
半
山　

石
川
安
次
郎
。
一
八
七
二
〜
一
九
二
五
。
新
聞
記
者
・
政
治
家
。
中
江

兆
民
の
も
と
で
秋
水
と
知
り
合
う
。「
中
央
新
聞
」
で
も
同
僚
。

②　

木
下
尚
江　

一
八
六
九
〜
一
九
三
七
。
一
八
九
九
（
明
32
）
年
、「
毎
日
新
聞
」
入

社
。
一
九
〇
三
年
、
大
阪
で
の
講
演
会
に
須
賀
子
が
訪
問
。

書
簡
六　

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
﹇
田
園
調
布　

30
・
６
・
20　

前
８
―
12
﹈

　
　
　
　
　
　

封
書　

便
箋
三
枚　

ペ
ン
書

〈
封
筒
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
藏
野
市
吉
祥
寺
、
五
三
四　

貴
司
山
治
様

〈
封
筒
裏
〉

　
（
発
信
人
）
大
田
区
調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
方　

堺
為

〈
本
文
〉 

＊
二
枚
目
一
行
目
は
欄
外
書
き
込
み
。
二
行
目
「
今
村
力
三
郎
氏
の
手
紙
…
」
以

降
も
為
子
の
手
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
跡
に
力
が
あ
り
、
筆
写
時
期
は
神
崎
清
に
貸

与
す
る
以
前
か
と
思
わ
れ
る
。

　

 

梅
雨
じ
め
り
で
毎
日
い
や
な
お
天
気
で
ご
ざ
い
ま
す
、
お
障
り
な
く
や
、

　

 

永
く
神
崎
清
氏①

方
へ
い
つ
て
居
り
ま
し
た
書
類
が
か
へ
つ
て
参
り
其
中
に
別
紙

の
も
の
が
あ
り
ま
し
て
中
々
に
感
銘
深
く
読
ん
だ
と
塩
田
庄
兵
衛
氏②

に
ほ
め
ら

れ
ま
し
た
の
で
管
野
の
事
と
い
へ
ば
あ
な
た
様
も
御
同
様
に
興
味
を
お
持
ち
下

さ
る
と
思
ひ
ま
し
て
お
め
に
か
け
ま
す
、

　

 

ほ
ん
と
う
に
つ
く

ぐ
か
ん
の
さ
ん
、
思
ひ
出
し
ま
す
、
世
の
中
か
ら
苛
じ
め

ら
れ
た
婦
人
で
す
し　

や
さ
し
い　

情
の
あ
る
か
た
で
し
た　

妹
の
秀
子
さ
ん③

を
か
あ
い
が
る
こ
と
、
羨
や
ま
し
く
思
た
事
が
あ
り
ま
す
、

　

 

寒
村④

の
こ
と
を
か
っ
ち
や

く
と
呼
び
ま
し
た　

親
し
み
の
あ
る
言
葉
を
か
け

る
婦
人
、
あ
の
頃
に
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

 

今
村
さ
ん⑤

の
手
紙
は
戦
争
後
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
ず
知
ら
せ
る

人
は
山
川
さ
ん⑥

だ
け
で
す　

荒
畑
さ
ん
は
お
気
の
毒
で
得
い
ひ
ま
せ
ぬ
、
そ
れ

で
貴
司
様
は
か
ん
の
研
究
家
だ
か
ら
、
失
礼
な
書
き
ざ
ま
お
め
に
か
け
ま
す

為　
　

　
　

貴
司
山
治
様　

悪
筆
御
免
下
さ
れ

　
＊
以
下
、
二
〜
三
枚
目

　

貴
司
様
に
お
め
に
か
け
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
村
力
三
郎
氏
の
手
紙　

原
文
の
写
し
、

　

幸
徳
の
手
帋⑦

に
、
二
十
八
日
の
正
午
休
憩
時
間
と
あ
る
か
ら
、

　
 

明
治
四
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
、
此
の
日
の
朝
、
公
判
開
廷

前
に
、
堺
君
か
ら
、
幸
徳
の
母⑧

が
昨
日
郷
里
で
死
ん
だ
と
話
さ
れ
た
の
で
、
僕

と
花
井
君⑨

と
相
談
し
て
、
い
つ
そ
幸
徳
に
告
げ
た
方
が
良
か
ら
う
、
と
午
前
の

法
廷
が
終
っ
た
時
立
會
検
事
の
板
倉
松
太
郎
君⑩

の
許
を
得
て
、
幸
徳
と
管
野
と

に
、
此
の　

凶
事
を
告
げ
る
こ
と
に
し
た
。
他
の
被
告
も
、
判
検
事
も
書
記
も
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退
廷
し
、
法
廷
に
残
っ
た
の
は
幸
徳
管
野
と
看
者
一
人
と
花
井
君
と
僕
だ
け
と

で
あ
っ
た
、
僕
は
管
野
を
さ
し
ま
ね
き
、
一
つ
の
ベ
ン
チ
に
幸
徳
と
並
ら
ん
で

腰
を
か
け
さ
せ
た
。連
日
同
じ
法
廷
に
引
き
出
さ
れ
て
い
て
も
遠
く
に
離
れ
て
、

眼
く
ば
せ
位
よ
り
出
来
な
い
二
人
は
喰
っ
つ
い
て
掛
け
た
の
だ
か
ら
、
一
寸

変
っ
た
感
じ
が
起
っ
た
で
あ
ら
う
。
大
審
院
の
広
い
法
廷
は
、
十
二
月
の
末
で

薄
暗
い
、
こ
の
陰
気
な
法
廷
に
制
服
の
看
守
一
人
と
、
軈
て
死
刑
と
覺
悟
し
た

二
人
の
囚
人
と
ふ
た
り
の
辨
護
士
と
相
對
し
て
黙
々
た
る
時
の
何
秒
か
の
後
、

漸
く
花
井
君
が
口
を
開
い
て
、
誠
に
お
気
の
毒
な
お
知
ら
せ
で
す
が
、
昨
日
郷

里
の
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
と
極
め
て
簡
単
に
訃
を
傳
へ
た
、
幸
徳
も

管
野
も
一
語
も
發
し
な
い
眼
が
光
っ
て
口
を
結
ん
で
、
息
詰
る
や
う
な
悪
夢
に

押
へ
ら
れ
い
る
や
う
な
苦
る
し
い
感
じ
に
胸
が
一
杯
に
な
っ
た
刹
那
花
井
君
が

握
手
し
た
ま
へ
、
握
手
し
た
ま
へ
、
と
二
タ
口
言
ふ
と　

幸
徳
管
野
は
無
言
で

右
手
を
差
し
伸
ば
し
て
、
堅
く
く
握
手
し
た
。
管
野
の
永
い
牢
獄
生
活
で
蒼
白

な
っ
て
い
た
両
頰
が
サ
ツ
ト
紅
潮
し
、
両
人
の
眼
に
涙
が
一
杯
に
な
っ
て
将
に

溢
れ
ん
と
し
て
僅
に
耐
え
て
い
る
光
景
、
二
十
余
年
後
の
今
日
髣
髴
と
僕
の
眼

に
映
ず
る
。」

　

 

幸
徳
の
手
紙
に
此
の
最
後
の
握
手
の
こ
と⑪

が
な
い
か
ら
君
に
ま
で
知
ら
せ
て
置

く
。

　

文
章
は
拙
づ
い
か
ら
十
分
訂
正
し
て
何
か
の
序
で
に
挿
入
し
て
呉
給
へ
。

　
　
　

昭
和
六
年
九
月
二
十
七
日　
　
　
　
　

今
村
力
三
郎

　
　
　
　

堺
利
彦
殿

注①　
神
崎
清
氏　

一
九
〇
四
〜
七
九
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
大
逆
事
件
研
究
家
。『
革
命

伝
説
』（
一
九
六
〇
年
、
六
八
〜
六
九
年
）
な
ど
。

②　

塩
田
庄
兵
衛
氏　

一
九
二
一
〜
二
〇
〇
九
。
東
京
都
立
大
学
・
立
命
館
大
学
名
誉
教

授
。
貴
司
山
治
は
塩
田
編
著
『
幸
徳
秋
水
の
日
記
と
書
簡
』（
一
九
五
四
）
を
為
子
訪

問
前
に
読
ん
で
い
る
。「
日
記
」（
三
月
七
日
）。

③　

秀
子
さ
ん　

管
野
秀
子
。
一
八
八
七
〜
一
九
〇
七
。
姉
を
慕
い
紀
州
田
辺
に
も
同

行
。
須
賀
子
は
刑
死
後
、
堺
ら
に
よ
っ
て
秀
子
と
同
じ
墓
に
葬
ら
れ
た
。

④　

寒
村　

荒
畑
寒
村
。
一
八
八
七
〜
一
九
八
一
。
社
会
主
義
者
。

⑤　

今
村
さ
ん　

今
村
力
三
郎
。
一
八
六
六
〜
一
九
五
四
。
弁
護
士
。
専
修
大
学
総
長
。

大
逆
事
件
の
他
、
多
く
の
思
想
事
件
や
疑
獄
事
件
を
弁
護
。

⑥　

山
川
さ
ん　

山
川
均
。
一
八
八
〇
〜
一
九
五
八
。
社
会
主
義
者
。

⑦　

幸
徳
の
手
帋　

一
九
一
一
年
一
月
一
日
付
堺
利
彦
宛
幸
徳
秋
水
書
簡
に
、「
廿
八
日

の
正
午
の
休
憩
時
間
に
」
云
々
と
あ
る
（
握
手
の
記
述
は
な
い
）。
こ
の
書
簡
は
、
改

造
文
庫
版
『
幸
徳
秋
水
集
』（
一
九
二
九
）
に
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他

の
書
簡
も
含
め
て
久
板
卯
之
助
が
筆
写
し
た
「
獄
中
消
息
」
一
セ
ッ
ト
を
今
村
は
所
蔵

し
て
い
た
。

⑧　

幸
徳
の
母　

幸
徳
多
治
。
一
八
四
〇
〜
一
九
一
〇
。
土
佐
国
医
師
小
野
亮
輔
長
女
。

薬
種
商
幸
徳
篤
明
と
結
婚
。
秋
水
に
面
会
の
一
ヶ
月
後
に
死
去
。

⑨　

花
井
君　

花
井
卓
蔵
。
一
八
六
八
〜
一
九
三
一
。
弁
護
士
。
衆
議
院
議
員
。
貴
族
院

議
員
。
黒
岩
周
六
の
理
想
団
に
秋
水
・
今
村
ら
と
参
加
。

⑩　

板
倉
松
太
郎
君　

一
八
六
八
〜
一
九
四
〇
。
司
法
官
。
東
京
控
訴
院
判
事
・
検
事
な

ど
を
歴
任
。
大
逆
事
件
当
時
、
大
審
院
検
事
。

⑪　

最
後
の
握
手
の
こ
と　

神
崎
清
『
革
命
伝
説
』
で
は
今
村
力
三
郎
の
「
直
話
」
と
し

て
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、多
治
の
死
亡
を
急
報
し
た
堺
利
彦
と
三
人
で
相
談
し

た
点
、
秋
水
と
須
賀
子
が
「
な
ら
ん
で
立
っ
て
い
た
」
点
、
花
井
が
多
治
の
死
亡
日
時

を
「
二
十
八
日
未
明
」
と
言
う
点
な
ど
い
く
つ
か
相
違
す
る
。
須
賀
子
の
日
記
「
死
出

の
道
艸
」（
一
九
一
一
年
一
月
二
十
一
日
）
に
は
、「
手
紙
に
小
包
に
絶
へ
ず
慰
さ
め
ら

れ
た
過
去
を
思
へ
ば
、只
た
だ
夢
と
い
ふ
よ
り
外
は
無
い
」
と
あ
る
。
握
手
の
記
述
は

な
い
。
多
治
死
亡
前
の
十
二
月
一
日
付
小
泉
策
太
郎
宛
封
緘
は
が
き
に
は「
幸
徳
の
母

上
に
一
度
お
目
に
か
ゝ
つ
て
思
ふ
事
を
申
し
上
げ
た
ら
も
う
此
世
に
心
残
り
は
何
に

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
あ
っ
た
が
、多
治
は
獄
外
で
秋
水
の
世
話
を
す
る
先
妻
師
岡
千

代
子
を
慮
っ
て
管
野
へ
の
面
会
は
止
め
て
い
た
。
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書
簡
七　

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
﹇
田
園
調
布　

30
・
６
・
27　

前
８
―
12
﹈

　
　
　
　
　
　

は
が
き　

ペ
ン
書

〈
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
藏
野
市
吉
祥
寺
五
三
四　

貴
司
山
治
様　

　
（
発
信
人
）
大
田
区
調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
方　

堺
為

　
　
＊
以
下
、
表
面
下
段

　

 

賛
美
歌
の
譜①

は
う
た
と
一
よ
に
わ
か
つ
て
い
ま
す
、併
し
モ
ウ
年
と
つ
て
か
ら
声

が
出
ま
せ
ん
し
其
上
此
節
の
梅
雨
と
共
に
か
ら
だ
も
わ
る
く
、声
が
出
せ
ま
せ
ぬ

故
に
ど
う
ぞ
其
点
は
お
断
念
下
さ
い
ま
す
や
う
に
、
耻
か
し
い
で
す
、
と
て
も

く
、
昔
の
事
考
へ
い
ま
す
と
、
い
ろ

く
切
れ

く
に
思
ひ
出
さ
れ
ま
す
、

拝
具　

た
め
よ
り

　

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
六
日 

　

今
村
さ
ん
の
手
紙
の
う
つ
し
は
ど
う
ぞ
御
手
許
に

〈
裏
〉

　

 

御
手
紙
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、お
障
り
も
な
く
何
よ
り
に
存
じ
ま
す
、

　

 

不
要
意
な
、
何
で
も
な
い
事
が
お
め
に
と
ま
り
、
幸
運
だ
と
思
つ
て
い
ま
す
。

　

 

あ
の
今
村
さ
ん
の
は
利
彦
病
に
倒
れ
る
ほ
ん
の
寸
前
と
で
も
思
ふ
位
の
前
に
、

二
十
何
年
前
の
秋
水
の
有
さ
ま
を
、
最
後
の
様
子
を
知
ら
せ
て
下
さ
つ
た
今
村

さ
ん
の
御
好
意
で
す
。
あ
の
握
手
の
点
丈
は
神
崎
さ
ん
も
塩
田
さ
ん
も
新
発
見

で
塩
田
さ
ん
大
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
爆
発
物
取
し
ま
り
違
反
に
も
な
ら
ぬ
事
件

に
あ
の
む
ご
い
所
刑
を
う
け
た
人
達
悲
し
い
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
感
慨
無
量
で
す
、

と
築
比
地
さ
ん
が
仰
せ
ら
れ
た
の
で
。
か
ん
野
も
一
し
よ
に
笑
つ
た
や
う
な
思

ひ
が
し
ま
し
た
。
何
し
ろ
人
が
何
ん
と
云
ふ
と
も
エ
ラ
イ
、
婦
人
で
し
た　

と

て
も
私
な
ん
か
、
自
分
の
生
活
に
ば
か
り
と
ら
は
れ
て
管
野
さ
ん
か
ら
見
れ
ば

取
る
に
た
ら
ん
女
と
思
は
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、

　

 

昔
か
ら
美
人
の
シ
ン
ボ
ル
と
た
ぐ
え
る
、
み
ど
り
の
黒
髪
の
丈
長
く
、
誰
に
も

ま
ね
の
出
来
な
い
う
つ
く
し
さ
を
持
つ
て
い
る
人
、
に
つ
と
笑
ふ
眼
が
近
々
と

み
え
る
や
う
に
思
ひ
ま
す
。

　

 

ど
う
ぞ
御
都
合
次
第
に
て
い
つ
に
て
も
お
い
で
下
さ
い
ま
せ
、
お
め
に
か
ゝ
り

ま
し
て 

草
　々
　
　

注①　
賛
美
歌
の
譜　

貴
司
山
治
宛
築
比
地
仲
助
書
簡
（
一
九
五
五
年
四
月
三
日
付
﹇
消
印

四
日
﹈）
に
『
花
散
り
失
せ
て
は
』『
山
路
越
え
て
』
の
楽
譜
お
よ
び
歌
詞
が
同
封
さ
れ

て
い
る
。（
↓
書
簡
八
・
注
⑦
）

書
簡
八　

昭
和
三
十
年
七
月
六
日

　
　
　
　
　
　
﹇
田
園
調
布　

30
・
７
・
６　

後
０
―
６
﹈

　
　
　
　
　
　

封
書　

便
箋
五
枚　

ペ
ン
書

〈
封
筒
表
〉

　
（
宛
て
先
）
武
藏
野
市
吉
祥
寺
五
三
四　

貴
司
山
治
様

〈
封
筒
裏
〉

　
（
発
信
人
）
大
田
区
調
布
大
塚
町
六
〇
三　

近
藤
方　

堺
為

　
　
　
　
　
　

七
月
六
日



一
三
〇

386

〈
本
文
〉

　

貴
司
山
治
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
為

　

 

お
す
こ
や
で
御
執
筆
な
さ
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
事
御
伺
申
上
げ
ま
す
。私
、

こ
と
し
の
梅
雨
に
は
め
つ
き
り
か
ら
だ
に
コ
タ
エ
ま
し
て
ツ
イ
申
上
げ
る
べ
き

御
挨
拶
も
な
ま
け
て
、
ば
か
り
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

 

折
角
お
書
き
下
さ
つ
た
唄
の
原
稿
も
無
駄
に
さ
せ
ま
し
て
相
済
み
ま
せ
ん
、
御

ゆ
る
し
下
さ
い
ま
せ
。

　

 

管
野
さ
ん
を
あ
な
た
さ
ま
の
お
筆
で
産
れ
出
さ
せ
て
い
た
ゞ
き
た
い
と
お
願
ひ

い
た
し
ま
す
、
私
一
生
懸
命
に
思
ひ
出
し
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
、
大
方
の
こ

と
は
神
崎
さ
ん
の
本
塩
田
さ
ん
の
御
本
、
堺
利
彦
の
本
の
中
や
荒
畑
寒
村
の
や

あ
り
ま
す
け
ど
其
外
に
今
世
に
在
る
人
と
て
は
、
生
き
残
つ
た
愚
鈍
な
私
が
無

力
を
耻
ぢ
て
い
ま
す　

友
達
の
女
同
志
は
皆
ん
な
亡
き
人
ば
か
り
小
暮
礼
子①

は

早
く
か
く
れ
、
大
須
賀
さ
ん
も
同
く
死
一
番
相
手
に
な
つ
て
下
さ
る
大
杉
保
子

も
疾
く
に
亡
き
有
様
。

　

 

か
ん
野
さ
ん
が
初
め
三
十
九
年
の
秋
ご
ろ
私
方
を
訪
ね
て
下
さ
つ
た
時
に
は
お

被
布
を
は
お
つ
て
お
い
で
ゞ
し
た　

品
の
よ
い
婦
人
と
見
ま
し
た
、

　

 

○
紀
州
牟
婁
新
聞
毛
利
柴
庵②

の
招
き
、
堺
を
仲
に
紹
介
役
に
て
新
聞
社
長
代
理

に
行
き
ま
し
た
、
○
東
京
で
は
丸
の
内
毎
日
電
報③

の
記
者
、
尾
行
な
ど
に
社
会

主
義
者
故
に
首
に
な
り
ま
し
た
が
。

　

 

四
十
年
一
月
妹
秀
子
チ
ヤ
ン
逝
去
、
後
柏
木④

に
世
た
い
を
持
つ
寒
村
安
成
貞
雄⑤

な
ど
も
居
ま
し
た
、
其
時
に
寒
村
の
事
を
カ
ツ
チ
ヤ
ン

く
と
云
ふ
て
い
ま
し

た　

先
達
て
申
ま
し
た
通
り
至
極
中
の
よ
い
友
達
か
、
弟
の
よ
う
に
し
て
い
ま

し
た
、
第
三
者
に
対
し
て
呼
ぶ
時
は
寒
村
と
い
つ
て
ま
し
た
、

　

 

先
日
の
お
手
紙
で
承
り
ま
し
て
大
阪
で
木
下
尚
江
氏
か
ら
社
会
主
義
の
洗
礼
う

け
て
と
あ
り
ま
し
た
の
を
見
ま
し
て
成
程
と
う
な
づ
け
ま
し
た
、
ど
う
し
て

三
十
九
年
私
方
来
訪
を
思
ひ
立
ち
な
さ
つ
た
の
か
と
思
つ
て
ま
し
た
。

　

 　

今
、
管
野
幽
月
所
持
の
楽
器
と
い
ふ
事
を
思
ひ
出
し
ま
し
た
、
カ
ン
ノ
の
片

身
と
し
て
私
方
に
送
つ
て
来
た
も
の
ゝ
中
に
、
あ
つ
た
一
つ
に
二
絃
琴⑥

の
あ
り

ま
し
た
こ
と
を
思
ひ
だ
し
ま
し
た
、

　

 

そ
れ
は
幽
月
女
史
が
常
に
膝
前
に
置
い
て
、
奏
で
ゝ
居
た
の
で
せ
う
。
花
散
り

う
せ
て
は⑦

と
唄
ひ
な
が
ら
、　

を
思
ひ
だ
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、も
の
は
桐
材
に

て
長
さ
二
尺
、
横
は
ゞ
四
寸
位
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
、
私
方
に
運
び
込
ま
れ
ま

し
て
後
堺
が
幽
月
の
歌
を
琴
の
裏
に
書
き
残
し
ま
し
た
例
の
『
く
ろ
か
ね
の
窓

に
さ
し
入
る
日
の
影
の
う
つ
る
を
守
り
け
ふ
も
暮
し
ぬ
、』
と
今
日
ま
で
持
ち

つ
ゞ
け
ら
れ
な
い
で
ど
う
し
た
か
私
の
許
に
あ
り
ま
せ
ぬ
、
震
災
の
時
は
あ
り

ま
し
た
真
柄⑧

も
覚
え
お
り
ま
す
が
、

　

 

ま
た
此
の
哥
あ
ち
こ
ち
に
堺
が
書
き
散
ら
し
ま
し
た
け
ど
今
は
ど
こ
に
も
見
当

り
ま
せ
ぬ
、

　

 

そ
れ
に
つ
け
て
も
あ
の
可
哀
そ
う
な
幽
月
女
史
、
今
一
度
、
あ
な
た
の
御
筆
力

で
此
世
に
引
戻
し
て
お
や
り
下
さ
い
ま
す
な
ら
女
同
志
一
同
が
ど
ん
な
に
か
喜

ん
で
御
礼
を
申
上
け
ま
せ
う
。

　

 

あ
の
ム
ゴ
タ
ラ
し
い
お
し
お
き
に
あ
つ
て
、
な
く
な
つ
た
か
ん
野
、
さ
ん

　

 

保
子
さ
ん
が
棺
の
フ
タ
を
明
け
て
見
た
ら
安
ら
か
な
ね
む
り
頰
さ
へ
赤
み
が
さ

し
は
生
き
て
る
よ
う
だ
つ
た
と
い
つ
て
ま
し
た
。

　

先
づ
立
派
な
婦
人
で
す
、
ま
た
何
か
思
ひ
だ
し
ま
し
た
ら
お
話
申
上
げ
ま
す
、

　

 

誠
に
失
礼
な
こ
と
申
ま
す
け
ど
私
は
モ
ウ
年
で
今
の
こ
と
で
も
す
ぐ
に
忘
れ
て

了
ひ
ま
し
て
、
耳
は
遠
い
の
で
は
つ
き
り
き
ゝ
と
れ
ま
せ
ん
で
ツ
イ
ヨ
イ
か
げ

ん
返
事
し
て
笑
は
れ
ま
す
し
人
様
に
失
礼
ば
か
り
で
お
め
に
も
か
ゝ
れ
ま
せ
ん
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け
ど
い
つ
か
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
ら
管
野
さ
ん
の
事
お
願
ひ
し
た
い
と
存
じ

て
居
り
ま
し
た
、

　

言
葉
が
足
り
ま
せ
ん
け
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が
ひ
申
上
げ
ま
す

　
　
　
　

管
野
幽
月
女
史
の
二
絃
琴
裏
面
に

　
　
　
　

堺
利
彦
筆
幽
月
の
歌
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
チ
ヤ

く
の
書
き
ざ
ま

　
　

昭
和
三
十
年
七
月
六
日　

琴　の　図
　
　

お
ゆ
る
し
下
さ
い
ま
せ
、

　
　
　
　
　

く
ろ
が
ね
の
窓
に
さ
し
入
る
日
の
影
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
る
を
守
り
け
ふ
も
暮
ら
し
ぬ
、
幽
月
」

注①　
小
暮
礼
子
他　

小
暮
礼
子
。
一
八
九
〇
〜
一
九
七
七
。
赤
旗
事
件
で
重
禁
錮
一
年
罰

金
十
円
、
執
行
猶
予
五
年
と
な
り
、
実
兄
に
引
き
取
ら
れ
運
動
を
離
れ
る
。
／
大
須
賀

里
子
。
一
八
八
一
〜
一
九
一
三
。
山
川
均
と
結
婚
。
赤
旗
事
件
で
小
暮
礼
子
と
同
じ
判

決
を
受
け
る
。夫
の
郷
里
で
病
死
。／
大
杉
保
子（
旧
姓
堀
）。一
八
八
三
〜
一
九
二
四
。

堺
利
彦
先
妻
美
知
の
妹
。
一
九
〇
六
〜
一
七
年
、
大
杉
栄
と
結
婚
。
二
一
年
、
赤
瀾
会

に
参
加
。

②　

牟
婁
新
聞
毛
利
柴
庵　

正
し
く
は
牟
婁
新
報
。
一
九
〇
〇
・
四
・
一
三
〜
一
九
二
六
・

四
・
二
〇
。
毛
利
柴
庵
（
一
八
七
一
〜
一
九
三
八
。
僧
侶
。
政
治
家
）
が
田
辺
で
創
刊
。

週
刊
〜
三
日
毎
刊
。

③　

毎
日
電
報　

一
九
〇
六
・
一
二
・
二
一
〜
一
九
一
一
・
二
・
二
八
。『
大
阪
毎
日
新
聞
』

が
東
京
の
『
電
報
新
聞
』
を
買
収
し
改
題
し
た
も
の
。
大
毎
が
『
東
京
日
日
新
聞
』
を

引
き
受
け
た
際
、
同
紙
に
合
併
さ
れ
た
。

④　

柏
木　

一
九
〇
七
年
二
月
、
大
杉
栄
・
荒
畑
寒
村
が
淀
橋
町
柏
木
三
四
二
に
転
居
。

同
時
期
、
須
賀
子
が
柏
木
一
四
二
に
移
る
。
秀
子
死
亡
は
二
月
二
十
二
日
。

⑤　

安
成
貞
雄　

一
八
八
五
〜
一
九
二
四
。
雑
誌
編
集
者
。
文
芸
評
論
家
。
早
大
在
籍

中
、
平
民
社
に
入
る
。
寒
村
と
と
も
に
管
野
の
遺
骸
を
検
め
る
。

⑥　

二
絃
琴　

二
弦
琴
と
も
。
八
雲
琴
・
東
流
二
弦
琴
な
ど
が
あ
る
。
前
者
は
全
長
約

一
〇
九
㎝
・
幅
約
一
二
㎝
。
宗
教
祭
祀
時
の
楽
器
と
し
て
用
い
ら
れ
、
後
者
は
一
般
化

さ
れ
明
治
期
の
東
京
の
子
女
に
普
及
し
た
と
い
う
。

⑦　

花
散
り
う
せ
て
は　

前
掲
築
比
地
仲
助
書
簡
に
よ
れ
ば
、歌
詞
第
一
番
は
「
花
散
り

失
せ
て
は
薪
に
売
ら
れ
、
家
貧
し
け
れ
ば
人
に
捨
て
ら
れ
、
誰
れ
を
か
頼
み
て
何
に
か

頼
ら
ん
、
た
だ
神
の
結
ぶ
愛
の
友
あ
り
」。
た
だ
し
、「
神
」
を
「
主
義
」
と
歌
い
替
え

る
。

⑧　

真
柄　

近
藤
真
柄
。
一
九
〇
三
〜
八
三
。
堺
利
彦
娘
。
二
一
年
、
赤
瀾
会
結
成
。

二
九
年
、
無
産
婦
人
同
盟
。
戦
後
、
婦
人
有
権
者
同
盟
に
参
加
。
管
野
の
最
後
の
手
紙

は
真
柄
に
別
れ
を
告
げ
る
も
の
。

（
参
考
文
献
）

『
幸
徳
秋
水
全
集
』『
管
野
須
賀
子
全
集
』『
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
』『
日
本

ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
人
名
事
典
』『
新
訂
標
準
音
楽
辞
典
』
そ
の
他
各
種
人
名
辞
典
、
辞

書
・
事
典
類
を
参
照
し
た
。

（
本
学
文
学
部
助
教
）


